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内　　容

備考
　※　課題や目標の数値については、必要に応じて参考となるデータを添付してください。

43ha － －

12, 684ha
実績 7, 886ha 11, 760ha － －

41ha
実績 29ha 41ha － －
目標

7, 264ha 11, 686ha － －

②作付面積
目標 10, 000ha

目　　標

令和２年度 令和３年度 令和４年度

9, 561ha 12, 681ha

米
粉
用
米

①複数年契約
取組面積

目標 20ha 35ha 41ha

②作付面積
実績 37ha

40ha 44ha 50ha 55ha

飼料用米・米粉用米（基幹作）
6, 000円/10a

【令和３年度の評価】
〇令和３年度の複数年契約取組面積は飼料用米11, 686ha、米粉用米41haとなり、目標①（複数年契約取組面積）
　を達成した。令和４年度取組分から、本加算の対象とならないため、目標値を現状維持に修正する。
○令和３年度の作付面積は飼料用米11, 760ha、米粉用米43haとなり、目標をおおむね達成すること
　ができた。令和３年産米価の大幅な下落危機を関係機関一体となって周知し、作付転換を推進したこと
　により、複数年契約及び作付面積が拡大となった。

【令和４年度の課題】
〇令和３年度転換作物の約５割が飼料用米となったことから、令和４年度はひとつの作物に偏るのではなく、
　麦・大豆・高収益作物など定着性のある品目への作付転換を図るため目標を横ばい修正することとする。
○飼料用米については、生産コストの削減を図るため、併せて生産性向上の取組を行うことが重要である。
〇米粉用米については、需要が限られているため、製粉業者等実需者が求める需要に応じた品種へ転換し、
　複数年契約による安定生産・安定供給及びコスト削減技術の導入、さらなる生産性の向上を図る必要がある。

令和５年度

飼
料
用
米

①複数年契約
取組面積

目標 5, 000ha 8, 604ha 11, 686ha 11, 686ha
実績
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飼料用米・米粉用米の複数年契約の取組

　※　目標が複数ある場合は、欄を追加して全ての目標について記載してください。
　※　令和４年度から新規に設定した目標については、令和２年度及び３年度の目標の記載は不要です。

需要者との複数年契約（３年以上）に基づき、飼料用米・米粉用米を作付けする取組を支援する。

具体的要件

取組の
確認方法

成果等の
確認方法

１　需要者側（需要者又は実需者団体）へ出荷・販売を目的として、以下の要件を満たす３年以上の
　複数年契約（令和２年産又は令和３年産から３か年契約を継続しているものに限る）に基づき、
　対象作物の生産に取り組む販売農家又は集落営農（複数年契約に係る新規需要米取組計画又は
　生産製造連携事業計画に位置付けられた者に限る。）による取組であること。
　　①　生産者側（生産者又は生産者団体のいずれか）と需要者側（需要者又は需要者団体のいずれ
          か）の契約であること。
　　②　販売契約書に各年産米の契約数量及び契約価格（契約価格の設定方法を含む）が明確に記
          載されており、かつ、契約不履行に対する違約条項があること。
　　③　複数年契約期間中の契約数量が維持又は増加するものであること。
　なお、令和４年産から新たに契約を結んだ複数年契約は対象外とする。
２　需要に応じた米の生産・販売の推進に関する要領に定める新規需要米取組計画又は米穀の
　新用途への利用の促進に関する法律に定める生産製造連携事業計画の認定を受けていること。
３　飼料用米については、生産性向上のための課題に対する取組として、別紙の取組のうち１つ以上に
　取り組むこと。

○以下の書類及び現地確認により確認する。
　・交付申請書及び営農計画書
　・新規需要米取組計画書又は生産製造連携事業計画及びその添付書類（新規需要米出荷契約
　　数量等農業者別一覧表、複数年契約に係る販売契約書等）
　・販売伝票、作業日誌等の収穫・出荷・販売を行ったことがわかる書類
　・別紙の生産性向上の取組を行ったことがわかる書類

令和5年3月までに交付対象面積を確認する。


